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第 5 章　史跡河越館跡の現状と課題第 5 章　史跡河越館跡の現状と課題

第 1 節　保存管理第 1 節　保存管理

Ⅰ．史跡指定地内の現状
（1）遺構と遺物の保存　河越館跡の指定面積は 48,509.18㎡で、常楽寺境内と墓地等が

ある 8,491.18㎡を除いた土地の公有化は完了し、史跡指定地内は原則として現状維

持を図っているため、遺構・遺物は保護されている。なお、公有地は川越市が管理

団体であるが、常楽寺境内は宗教法人常楽寺が所有しており、墓地については墓地

所有者の共同所有となっている。

（2）整備・改修の影響　史跡内を南北に縦断する生活道路（市道 9331 号線）を移設した。

また、史跡公園、常楽寺でも将来的に改修等が生じることが予想される。第 1 期整

備地については、解説サインや土舗装による復元箇所に劣化が見られる。

（3）自然災害と樹木の影響　史跡内の土塁の一部が近年の大雨等の気象災害により削ら

れつつある。また、この土塁上には高木が複数あるため、樹木の生長や倒木により、

土塁が損傷する恐れがある。自然環境の調査が不足している。

Ⅱ．史跡指定地外の現状
（1）古

ふ る や し き

屋敷遺跡　国指定後の確認調査の成果を踏まえると、河越氏時代の中心地は史跡

の北側および上戸小学校敷地の古屋敷遺跡である可能性が高い（第 5-1 図）。小学

校校庭となっているため大部分は保存されており、開発等で失われる可能性はない。

（2）指定地周辺の遺跡群　河越館跡に関連する時期・内容の遺構・遺物が確認されてい

るため、開発に際しては適切な発掘調査による記録保存を行う。

（3）鎌倉街道堀
ほりがねみち

兼道（市民の森第 1 号）　河越館跡から北西へ約 1.2㎞の地点に、鎌倉

街道上道の支道、堀兼道と伝わる幅約３ｍの掘割道路が約 90 ｍ残されている。現

在は市民の森第 1 号として川越市が借地し、維持管理している。

（4）上戸日枝神社　河越氏が勧請した「新
い ま ひ え し ゃ

日吉社」の現在の姿であり、河越館跡ともゆ

かりの深い神社で、土塁が現存する。神社の参道は鎌倉街道堀兼道の一部でもある。

（5）堂
どうやま

山遺跡（鎌倉時代の墓域）　耕作により中世墓に関わる蔵骨器等が出土しており、

河越館跡から西へ約 1.5㎞の位置にある鎌倉時代の墓域として認識されてきた遺跡

である。出土地点は大学のグラウンドになっているため遺構は残されていないが、

出土遺物は地元の郷土史家により収集され、現在は川越市立博物館が所蔵。
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Ⅲ．保存管理の課題
（1）史跡指定地内　河越館跡を将来にわたって確実に継承していくため、遺構整備をす

るとともに、公園設備の整備・植栽等を行い、併せて適切な保存管理を推進してい

くことが求められる。特に土塁の保護や、第 1 期整備地の劣化個所についての対応

も検討が必要である。また、自然環境・地形の再測量を行う必要がある。撤去予定

の市道 9331 号線には配水管が埋設されているため、撤去時には庁内で調整が必要

である。併せて、史跡内北西に位置する市道 9319 号線には昭和 45 年施工の配水

管が埋設されているため、今後老朽管の更新工事が必要となる可能性がある。

（2）史跡指定地外　地権者などの理解と協力を得ながら適切に対応することが求められ

る。とくに、これまでの発掘調査成果によって河越氏時代の主屋があると想定され

ている上戸小学校については、慎重な対応が必要であり、将来的に史跡の追加指定

を行って遺構を保存し、整備を検討する必要がある。上戸日枝神社・鎌倉街道はそ

れぞれ日枝神社氏子会、川越市が管理しているため、管理団体・土地所有者らと保存・

活用について協議する必要がある。

N
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第 5-1 図　史跡指定地外の現状を示す図
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内　容 現　状 課　題

遺構と遺物

・予定した公有地化は終了し、現
　状維持。
・宗教法人常楽寺の境内地は公有
　地化対象外。

・土塁の保存。
・常楽寺境内地の保存管理。
・常楽寺墓地外周のコンクリート
　塀が景観を阻害している。

イベントの開催
・河越流鏑馬の開催。
・グラウンドゴルフ大会の開催。

・地下遺構への影響を考慮したガ
　イドラインが未整備。

整備・改修の影響
・第1期整備範囲の史跡整備が終
　了。
・第2期整備範囲は現状保存。

・第１期整備地の劣化箇所への対
　応。

自然災害と樹木の影響

・第1期整備範囲は雨水を場内処
　理するための盛土を行ってい
　る。
・第2期整備範囲は現状のまま雨水
　を自然浸透としている。
・土塁上の他、第２期整備範囲に
　は既存樹木が散在している。

・第1期・第2期整備範囲を含めた
　雨水処理対策が必要。
・台風による倒木が土塁を痛める
　ため、土塁を中心に樹木の伐採
　を含めた管理計画が必要とな
　る。

自然環境・地形の調査
・第2期整備範囲は発掘調査によ
　り微地形が変化している。

・地形の再測量が必要。
・近年の公有地化範囲を中心に、
　自然環境調査が不十分。

内　容 現　状 課　題

上戸小学校
（古屋敷遺跡）

・上戸小学校校庭として現状保
　存。
・校舎等、部分的に発掘調査済。

・学校用地であるため開発により
　失われることはないが、将来的
　に史跡の追加指定を検討する必
　要あり。
・未報告の調査成果がある。

指定地周辺の遺跡群

・周知の埋蔵文化財包蔵地として
　取り扱っている。
・現況保存がきかない開発に際し
　ては適切な発掘調査による記録
　保存を行っている。

・史跡隣接地など、景観への配慮
　をお願いする必要がある。

上戸日枝神社
・河越氏ゆかりの神社として、土
　塁を含めて現況保存としている。

・管理者である日枝神社氏子会と
　保存について協議する。

鎌倉街道掘兼道
（市民の森第１号）

・市民の森第1号として一体が保
　存されており、掘割状の道路遺
　構が残されている。

・管理者である川越市環境部およ
　び地権者と保存について協議す
　る。
・現地に解説サインがあるもの
　の、周知が不足している。

堂山遺跡
（鎌倉時代の墓域）

・東洋大学のグラウンドになって
　おり、遺構は残されていない。
・出土遺物は川越市立博物館に収
　蔵されている。

・遺跡や出土遺物の周知が不足し
　ている。

指定地内の現状と課題

指定地外の現状と課題

第 5-1 表　保存管理の現状と課題
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第 2 節　活用第 2 節　活用

Ⅰ．活用の現状
（1）河越館跡の日常的活用（第 5-2 図）

・児童の通学路　B ゾーンの一部にウッドチップを敷いた通路を設けており、近隣

小中学校の児童はこの通路と A ゾーンの史跡公園を利用して通学している。

・幅広い年齢層による活用　河越館跡の周辺は住宅街ということもあり、高齢者の

散歩ルートや児童やファミリー層の遊び場として利用されるなど、地域住民の憩

いの場として幅広い年齢層に活用されている。

（2）情報発信

・展示　川越市立博物館の常設展示にて河越館跡から出土した遺物が展示され、解

説パネルが設置されている。また、河越館跡から徒歩約 10 分の距離にある川越

西文化会館でも展示ケースを設置し、小規模な展示を行っている。

・パンフレットの作成・配布　河越館跡の調査成果を紹介したパンフレット（第

5-3 図）と、河越館跡史跡公園について解説したパンフレット（第 5-4 図）の 2

種類を作成し、文化財保護課窓口と川越西文化会館で配布している。

第 5-2 図　河越館跡の活用に関するゾーニング

〈上戸小学校〉

〈入間川〉

〈常楽寺〉

(Ｓ：1/3,000)

史跡範囲

Bゾーン

Aゾーン

Cゾーン

Dゾーン

Fゾーン

Eゾーン Aゾーン　第１期整備範囲
Bゾーン　第２期整備予定範囲
Cゾーン　史跡管理用バックヤード
Dゾーン　常楽寺境内地
Eゾーン　史跡駐車場（史跡外）
Fゾーン　追加指定候補範囲（史跡外）
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・SNS(Social Network Service) を用いた情報発信　川越市のホームページで河越館跡

の概要と史跡公園の紹介を行っている。

・講座・史跡解説　依頼を公民館や市内の民間団体から依頼を受け、河越館跡を主

題とした講座や史跡公園での解説を行っている。

・企画展の開催　河越館跡をテーマとした企画展については、2000 年に「河越氏

と河越館跡」、2010 年に「よみがえる河越館跡」が開催された。

（3）河越館跡での各種事業

・河越流鏑馬　新型コロナウイルス感染拡大の影響で一時的な中断はあったもの

の、河越館跡を周知するために河越流
や ぶ さ め

鏑馬を毎年開催している（第 5-5 図、写真

5-1）。また、地元の民俗芸能保存会による踊りも披露され、伝統芸能の伝承の場

としても活用されている（写真 5-2）。

・その他のイベント　隣接小学校の持久走大会や高齢者を対象としたグラウンドゴ

ルフ大会が開催されている。

（4）学校教育における河越館跡の活用

・出前授業　河越館跡に隣接する上戸小学校からの依頼を受け、地域の歴史を学ぶ

授業の一環として、児童に対して河越館跡とそこを拠点とした河越氏に関する出

前授業を行っている。

（5）河越館跡の保存・活用を支えるサポーター

・民間団体の設立　河越館跡を学び、史跡の保存・活用を応援することを目的とし

た「河越館の会」が 2010 年に設立された。

・民間団体による河越館跡の活用　「河越館の会」は名細公民館の登録団体となり、

定期的に勉強会等を開催していることに加え、2013 年には「河越館の会シンポ

ジウム」を開催するなど、河越館跡に関する事業を主体的に行っている。

Ⅱ．活用の課題
川越市ではこれまで、「保存管理計画」と「整備基本計画」、そして「整備基本設計報告

書」を策定してきたが、いずれも整備に関する基本方針や方法には言及されてきたものの、

活用に関する基本方針やそれを実現するための具体的な方法などは盛り込まれてこなかっ

た。河越館跡の活用の充実を図る上で、活用に関する基本方針と方法は重要な指針となる

ため、この点は解決すべき課題である。そこで、前項で示した各項目の課題をここで整理

し、第 8 章における活用の基本方針と方法を定めるための基盤とする。

（1）河越館跡の日常的な活用

・通学路として利用している B ゾーンは未整備地のため、河越館跡を体感できるよ

うな活用ができているとは言いがたく、この課題を解消することが必要である。

（2）情報発信

・展示　川越市立博物館は河越館跡から出土した実物に触れられる貴重な場である
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にもかかわらず、充実した展示とは言いがたい点に課題がある。河越館跡に魅力

を感じてもらうためにも、博物館と連携して展示のさらなる充実を図る必要があ

る。川越西文化会館も同様で、古くなったパネルや展示遺物の更新しつつ、さら

に充実した展示とする必要がある。

・展示会・企画展　2010 年の企画展を最後に、河越館跡に関する企画展や展示会

は実施されていない。河越館跡の魅力を発信するためにも、定期的な企画展・展

示会の開催を行う必要がある。

・パンフレットの配布　河越館跡に関する 2 種類のパンフレットは、文化財保護課

窓口と川越西文化会館の 2 か所のみで配布しており、多くの人の目に触れる場に

設置しているとはいえない。この課題を改善するためにも、パンフレット配布場

所を増やす必要がある。

・SNS(Social Network Service) を用いた情報発信　SNS を用いた河越館跡に関する情

報発信は川越市の HP のみであり、河越館跡を広く周知するためにも様々な SNS

の媒体を用いて多面的に情報発信をする必要がある。

・講座・史跡解説・シンポジウム　市教委の主催による講座等がないことは、河越

館跡のさらなる周知と理解の促進を図る上での課題であり、今後それらを実施す

る必要がある。

（3）河越館跡での各種事業

・河越流鏑馬を除き、市教委主体の事業を河越館跡で行っていない点が課題である。

地域住民は河越館跡の保存と活用を支えるサポーターとなりうる存在であり、河

越流鏑馬以外にも各種の事業を河越館跡で実施することで、地域住民に河越館跡

に対する理解を深め、愛着を抱ける事業を実施する必要がある。

（4）学校教育における河越館跡の活用

・学校教育における河越館跡の活用は上戸小学校への出前授業のみであり、市内の

各小中学校を対象とした河越館跡の学習機会を設けることが求められる。そのた

めにも、市内各小中学校に勤務する教員との連携を高めるとともに、同種の事業

を行っている川越市立博物館との住み分けを調整する必要がある。

（5）周遊のモデルルートの設定

・河越館跡をより魅力的なものとし、地域住民や観光客の理解が深められるために

は、河越館跡を含む市内の文化財を結んだ周遊のモデルルートの設定を行う必要

がある（第 5-6 図、第 5-3 表）。

（6）河越館跡の保存・活用を支えるサポーター

・河越館跡を将来にわたって確実に保存し、そして活用していくためには、地域住

民と民間団体、行政が一体となって取り組む必要があるが、河越館跡の保存と活

用を支える地域住民や民間団体といったサポーターの裾野が広がっていない点は

課題であり、それを改善する取り組みを行う必要がある。
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・河越館跡に関わる民間団体が市内で活動しているものの、そうした団体との連携

ができていない。市民と行政の協働による河越館跡の保存と活用を実現する上で

解決すべき課題である。

・サポーターが主体的に活動する上で、河越館跡の利用に関するガイドラインを作

成する必要がある。

（7）自治体間の連携・交流事業

・自治体間の連携・交流事業は現在に至るまで実施していない。しかしながら、県

内には鎌倉時代や戦国時代の史跡が点在しており、それらを有機的に結びけるこ

とは河越館跡に対する理解の促進につながり、その魅力をさらに高めるものとな

る。そのため、自治体間の連携・交流事業の実現と、河越館跡を含む県内の史跡

を結んだ見学ルートを設定することが必要である。

以上のことに加え、ターゲットを意識して河越館跡の各種事業を実施してきたとは言い

がたい点も課題である。

第 5-2 表　活用の現状と課題

内　容 現　状 課　題

（1）河越館跡の日常的な
　　 活用

・A・Bゾーンを児童の通学路とし
　て利用。
・幅広い年齢層が日常的に利用。

・通学路であるBゾーンの整備と
　活用。

（2）情報発信

・川越市立博物館と川越西文化会
　館で小規模に河越館跡出土遺物
　を展示。
・2000年と2010年に川越市立博物
　館で河越館跡の企画展を実施。
・河越館跡のパンフレットを作成
　し、文化財保護課窓口で配布。
・川越市HPで河越館跡と史跡公園
　を紹介。
・依頼を受けて講座・史跡解説を
　実施。

・川越市立博物館と川越西文化
　会館の展示のさらなる充実を
　図る。
・定期的な展示会等の開催。
・パンフレット配布場所の増加。
・様々なSNSの媒体を用いた多面
　的な情報発信。
・市教委の主催による講座等がな
　い。

（3）河越館跡での各種事
　　 業

・毎年河越流鏑馬を開催し、地元
　の民俗芸能保存会による踊りも
　披露。
・隣接小学校の持久走大会や高齢
　者によるグラウンドゴルフ大会
　を開催。

・市教委主体の事業を河越館跡で
　行っていない。

（4）学校教育における河
　　 越館跡の活用

・依頼を受けて河越館跡隣接小学
　校で出前授業を実施。

・市内の各小中学校を対象とした
　河越館跡の学習機会を設ける。

（5）河越館跡の保存・活
　　 用を支えるサポータ
     ー

・「河越館の会」が2010年に設立され、
　勉強会やシンポジウムを開催。

・民間団体といったサポーターの
　裾野が広がっていない。
・民間団体との連携ができていな
　い。
・河越館跡の利用に関するガイド
　ラインの整備。

（6）自治体間の連携・交
　　 流事業

未実施。
・自治体間の連携・交流事業の実
　現と、河越館跡を含む県内の史
　跡を結んだ見学ルートの設定。




